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―ＩＣＴを活用した既習事項の蓄積と考えたことを共有する活動を通して―
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目指す生徒像
課題に対して根拠をもって考え、考えたことを表現できる生徒

手立て③ ＩＣＴを用いた自己表現

手立て② ＩＣＴを活用した共有
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成果と課題
〇ホワイトボード機能を活用することにより、思考の共有がリアルタイムででき、個人の思考補助となっていた。また、グループの
話合いをスムーズに進める道具として活用することができた。

〇意見集約用シートにまとめを記入したことにより、自分のまとめと他の人のまとめを比較したり、参考にして書いたりしている
姿がみられた。自分の言葉で上手くまとめられない生徒にとっては、それが良いヒントとなっていた。

△既習事項の振り返りや参照を特定の作業の時だけでなく、生徒が必要なときに随時参照することができれば、思考の補助に
なると考えられる。

今まで学習した
各地方の学習内
容を思い出すの
に便利だな。

手立て① 既習事項の蓄積と活用

生徒の実態
根拠をもって考えることや自分の意見を発表する
ことが苦手。

考えたことに自信がなくて
発表しづらいなぁ。

教師の願い
根拠をもって考え、自分の考えを表現できるよう
になってほしい。

自分の考えに自信をもって
表現してほしい。

授業実践 ２学年地理「関東地方」

僕は交通網を中心にまとめたけど、
平野や海に面している地形も重要
だと気づいたから、その要素も盛り
込んでまとめ直したよ！
また、話合いなどで自分の考えが
認められると自信がついたな。

なぜ交通網が発達している
ことが、首都機能の優先順
位が高いと考えたのだろう。
理由を聞いてみたいな。

単元を通して活用するワークシート
学習成果物を蓄積すること
で、学習内容の定着を図っ
たり、既習事項を活用して
考えの根拠としたりするこ
とができる。

意見集約用シートにまとめを記入

共有した意見をもとに話合い

発表が苦手な生徒でも、ICTを活用することで意見を表出しやすくなる。
また、集約された意見を基に、自分の考えを更新したり深めたりすること
ができる。

ホワイトボード機能で共有

リアルタイムに短時間で思考の共有ができ
るので、随時自分の考えを更新していくこと
ができる。グルーピングなど意見の整理が
しやすいことも利点。

ワークシートなどを
基に単元のまとめ
を作成

端末内に蓄積して活用


